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1. はじめに 
本研究の目的は,AE剤を用いて連行した空気泡に

よるフレッシュコンクリートの自己充填性向上と強

度への影響を明らかにし,自己充填コンクリートの

実用性を向上させることである。 

自己充填コンクリートの経済性に関する課題を改

善するために,空気泡に着目した。空気泡のボールベ

アリング効果により,モルタル中の細骨材容積比を

制限することなくフレッシュ時の固体粒子間摩擦を

抑制できるものとの仮説を立てた。 

以下,複数種類の混和剤を用いて空気量を調整す

ることにより付与されたフレッシュコンクリートの

自己充填性および硬化後の圧縮強度の試験結果を報

告する。 

 

2. 試験概要 
2種類の高性能 AE減水剤（SP1：増粘成分添加

型,SP2：従来型のポリカルボン酸系）と3種類のAE

剤を用いた。粉体として普通セメントのみを用い,水

セメント比 45％,モルタル中の細骨材容積比は現在

の自己充填コンクリートとしては明らかに高い55％,

コンクリート中の粗骨材容積比30％になるように配

合した上で,AE剤を添加して空気量を調整した。スラ

ンプフロー600mm±50mmとになるように高性能AE減

水剤添加量を調整した。表-1に使用材料を,表-2に

配合を示す。空練りを 30秒行った後で,水と混和剤

を加えて練った。 

フレッシュコンクリートの試験として,スランプ

フロー試験,空気量試験,ボックス試験（R1：異形鉄

筋 D10・5本）を行った。そして材齢 7日および 28

日に圧縮試験を行い強度を求めた。供試体は材齢 2

日で脱型し,圧縮直前まで水中養生した。 

 

 
 

 

表-1 使用材料 

 

 

表-2 空気を除いた配合 

 

 

3. 試験結果 
3.1 空気連行泡による自己充填性の向上 

SP1を使用した場合の空気量とボックス試験上昇

高さとの関係を示す（図-1）。空気量が17%程度以上
ではどのAE剤を用いてもボックス上昇高さが300 mm

以上と十分な自己充填性が得られた。一方, AE3は空

気量11%でも十分な自己充填性が得られた（図-1）。 

SP2を使用した場合には,どの AE剤を用いても空

気量が17％程度連行されなければボックス上昇高さ

が300mm以上とはならなかった（図-2）。 

 以上のことから,使用する混和剤,具体的には高性

能 AE減水剤および AE剤の種類または組み合わせに

より,自己充填性に差が生じることが分かった。 
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図-1 空気量とボックス試験上昇高さ（R1）との関係 

（高性能AE減水剤：SP1） 

 

 

図-2 空気量とボックス試験上昇高さ（R1）との関係 

（高性能AE減水剤： SP2） 

 

3.2 硬化後の空気量が強度に与える影響 

混和剤の種類および添加量を変化させることによ

って得られた様々な空気量のコンクリートについて,

材齢 7日および 28日の圧縮強度を求め,その際に測

定した空気量との関係を図示した（図-3）。ここでの
空気量は硬化後の空気量であり,重量測定により求

めた。空気量が増加するにつれ,強度は一定割合で減

少していることが分かった。空気1％増加に対して圧

縮強度は4％程度減少しており,定説通りの結果とな

った。 

一方,同じ材料を用いた水セメント比55%の普通コ

ンクリート（NC:空気量3.0%,スランプ11cmの振動締

固め作業が必要なコンクリート）の圧縮強度も求め

た。今回対象とした自己充填コンクリートのうち,空

気量10%程度のものと同程度の強度が得られた。 

 

4．時間の経過に伴う空気量の減少 

練上がり直後に測定した空気量から,硬化後に測

定した空気量との間には明らかな減少が見られた。4

～6％程度の減少が最も多く見られた（図-4）。 

 

図-3 脱型後の空気量と強度 

 

 

図-4 練上がり直後から硬化までの間の空気量減少 

 

5.結論 

本研究の結果,以下のことが明らかになった。 

(1) 連行空気泡が多くなるにしたがって,自己充填性は

改善された。空気量17%以上ではどの混和剤を用い

ても十分な自己充填性が付与された。 

(2) 高性能 AE減水剤として SP1と AE剤として AE2や

AE3の組み合わせを用いると,比較的少ない空気量

で十分な自己充填性を付与できた。 

(3) 空気量 20％の範囲まで空気量が 1％増加する毎に

強度は約4％減少し,定説どおりの結果となった。 

(4) 同じ材料を用いた水セメント比 55％の普通コン

クリートと同程度の強度となったのは,空気量

10％程度であった。 
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